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令和４年度
佐賀県教育フェスタ報告

令和４年度 佐賀県教育フェスタ
～未来を切り拓け！（Open up the future）～

＜開催趣旨＞
社会の在り方が劇的に変わる「 Society5.0 時代」の到来や新

型コロナウイルスの感染拡大など、先行き不透明な予測困難な状況
にあります。このような予測困難な社会の中で、たくましく生きる子ど
もを育てるために、次のような人づくりが求められます。

＜令和４年度コンセプト＞
＊子どもの姿が見える教育フェスタ

→ すべての内容に子どもの姿が見えるように（プレゼン・表彰・
動画・司会・実技など）

＊これからの未来を生き抜くために必要であろう資質・能力が見え
る教育フェスタ

→ 令和４年佐賀県教育施策実施計画 「志を高める教育の推
進」を基に、各課・室が取り組む事業の実際を子どもの姿で
表現していく。
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【資料１】
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令和４年度改 善 検討委員会＜主な発表等＞
●オープニング

・牛津高校被服科

●高校生ICTプレゼンテーション大会

●就労に向けた特別支援学校の取組
・うれしの特別支援学校

●SAGA部活の紹介
・佐賀東ジュニアなぎなたクラブ
・牛津なぎなたクラブ
・鳥栖レスリングクラブ

●児童生徒ふるさと学習コンクール

●販売実習

●司会進行（佐賀西高校放送部）
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令和４年度改 善 検討委員会
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令和４年度　高校生ＩＣＴ活用プレゼンテーション大会

発表順 メモ

出場者名 学校名

SSPRプロジェクト 佐賀商業高等学校

プレゼンの
概要等

発表順 メモ

出場者名 学校名

唐津南高校虹ノ松原プロジェクトチーム
ICT担当　鶴丸　玄

唐津南高等学校

プレゼンの
概要等

発表順 メモ

出場者名 学校名

鳥栖商情報処理部 鳥栖商業高等学校

プレゼンの
概要等

発表順 メモ

出場者名 学校名

伊万里実業高校　フードプロジェクト部 伊万里実業高等学校

プレゼンの
概要等

発表順 メモ

出場者名 学校名

笑豊巻（えほうまき） 武雄高等学校

プレゼンの
概要等

プレゼンテーションの概要

タイトル

1
広告動画作ってみた

優秀賞

　佐商オリジナル商品の「ガバッジオ」「極星カレー」がコロナの流行により売上
が激減したため、広告動画の作成に取り組みました。スマホやドローンを活用
し、楽しんで、広告動画を作成する過程をプレゼンします。

タイトル

2
虹ノ松原×ICT　永遠につながる環境教育を目指して

優秀賞

3
鳥栖商AI利活用プロジェクト

最優秀賞

　私は唐津の宝「虹の松原」を後世につなぐため、保全や啓発活動を行っていま
す。先輩方の独創的で魅力ある活動に続くため、ＩＣＴを活用した新しい虹ノ松
原、そして唐津の保全啓発につながる活動を考えました。

タイトル

4

IMARI Food Project ! !～地域で創る伊万里ＳＤＧｓモデル～

優秀賞

　鳥栖商情報処理部では、毎年ＩＴのトレンドについて研究を行っており、今年は
ＡＩに着目しました。ＡＩとプログラミングで学んだ技術を生かした利活用のアイデア
と研究実践を紹介します。楽しんでご覧ください！

タイトル

5
「おと」の「かたち」

優秀賞

　「皆と同じ」が求められる現代社会で、自分達の健聴者という視点の違い、手
話という共通点を生かし、外から見えにくい障がいである「聴覚障害」に焦点を当
て、多様な形の人々が生きやすい社会に向き合う。

　食品ロス問題解決のため、地域へフードドライブを導入し、福祉施設や地域児
童クラブのおやつへ活用している。また県内企業との共同ＳＤＧｓとして魚の骨を
活用したビスケットを商品化し、ＳＤＧｓモデルを構築した。

タイトル

応募総数 ２５

最優秀賞 １
優秀賞 ４
優秀学校賞 鳥栖商業
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令和４年度改 善 検討委員会
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＜プレゼンテーション大会＞

◆佐賀県高校生プレゼンテーション大会

・平成2６年から始まり来年度でちょうど１０回目となる。

・始まった当初は「プレゼンテーション大会」というものが全国的にも少なかっ
た。

・現在は、県内外でプレゼンテーションをするコンテストが多くある。

・今後、プレゼンテーション大会の在り方について、検討する時期に来ている。
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R4 教職員によるICT活用教育指導事例発表審査会

【高校・特別支援学校部門】

R5.1.11実施

○審査員：東京学芸大学 小泉力一研究員 他3名

○発表動画提出による応募
➠室内予備審査
➠本審査（発表動画視聴・質疑応答）※オンライン
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【資料２】



R4 教職員によるICT活用教育指導事例発表審査会

【小・中学校部門】

R5.1.12実施

○審査員：東京学芸大学 小泉力一研究員 他3名

○発表動画提出による応募
➠室内予備審査
➠本審査（発表動画視聴・質疑応答）※オンライン
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成果と課題

課題

 応募段階で発表動画の提出が必要で、応募総数

が減少（R3. 33本 → R4. 19本）

 教科リーダー、エリアリーダーからの応募がほ

とんど

成果

 特に【小・中学校部門】の指導事例のレベル

に向上が見られた。

 優秀な発表動画を【SAGA Eコネクト】のサ

イトに掲載し、ICTを活用した指導事例を県

内教員で共有予定
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【小学生中学年・高学年用】

• 英語チャレンジ（１）、（２）
• ［もじとおと・きく１・きく２・はなす］

【中学・高校生用】

• 英検５級～準１級
• [Reading1・Reading2・Listening・ Writing・Speaking ]

約600問収録

活用実績

校種別活用数
（単位：回）

市町小 市町中 県立中 高校 特別支援 合計

10月 114 770 1 740 ５ 1630

11月 628 209 7 1289 3 2136

12月 305 624 384 3612 0 4925

1月 389 752 174 4784 0 6099

合計 1436 2355 566 10425 8 14690

1630 2136
4925 6099

7676 7660

14789
19487

0

5000
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15000

20000

25000

10月 11月 12月 1月

10月〜1月活用状況 （単位：回）

最後まで解答
アクセス数
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【資料３】



成果と課題

課題

 学校によっては生徒の自主的な学習としてのみの扱い

 県内学校の全体が使用できる環境にあるが、活用が進んでいない学校がまだ

まだ多い。

成果

 活用回数は、順調に伸びている

 授業で最初の10分の活用、冬季休業中課題、外部リンク（例：CNN、BBC)の活用など

学校によって様々な活用が見られた

- 9 -



- 10 -

【資料４】
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令和４年度の佐賀県の課題 ～ 全国学力・学習状況調査と県追調査(1月)より ～
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ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

•４月の調査と比べると若干の活用の伸びがみられる。
•全国と比べるとまだまだ活用が進んでいない。
•端末活用の頻度によって、子供たちの情報活用能力の差につながってくる。
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【資料５】



Q 授業で、PC/タブレットなどのICT機器をどの程度使用しましたか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満
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【児童質問紙】
小学５年生

【生徒質問紙】
中学２年生

•学校質問紙と児童生徒質問紙の回答に大きな違いがある。
•週３回以上活用している割合が 小学校４４．７％ 中学校３７．３％（１月調べ）
•４月に行われた調査の全国平均(小58.2%,中50.9%)よりも低い数値となっている。

令和４年度の佐賀県の課題 ～ 全国学力・学習状況調査と県追調査(1月)より ～

58.2% 50.9%

36.2% 31.1%

44.7% 37.3%
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•全国と比べるとまだまだ活用が進んでいない。
→ 各学校・エリアで推進を図っていく必要性。
→ まずは、利用する段階からでも使っていく必要性。

•よく活用している学校とあまり活用していない学校の２極化が進んでいる。
→ 管理職のリーダーシップで組織的に端末活用を進める必要性。

•環境整備が不十分なところがある。
→ ネットワークや設備の改善を行っていく必要性。

•端末活用の頻度が、子供たちの情報活用能力の差につながる。
→ 子供たちの情報活用能力を身に付けさせるためには、子どもたちのスキルアップの時間を確

保して、ある程度のスキル習得をさせることが必要不可欠。

【県が力を入れること】
・市町教育委員会との協力
・プロジェクトE通信、SAGAEコネクトによる情報発信
・SAGA Eコネクト「先生たちの広場」への書き込みの活性化
・希望する学校だけでなく活用が進んでいない学校への研修支援
・学校全体で組織的に活用を進めることができるように管理職への研修

令和４年度の佐賀県の課題 ～ 全国学力・学習状況調査と県追調査(1月)より ～
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令和４年度改 善 検討委員会

◆情報モラル、セキュリティ、著作権 等に関する記事

情報モラル、著作権等の研修について

・学校だより掲載で著作権侵害 ～白石町、賠償金支払いへ～ （1/11 佐賀新聞）
・ICTリテラシー ～低学年層に浸透 トラブル増～ （1/9 朝日新聞）
・職員室の会話、録音流出 ～山口の中学校 内容聞いた生徒、不登校に～ （11/18 佐賀新聞）
・「ネットいじめ」知識不足の教員も ～「忙しすぎて向き合えない」～ （11/7 毎日新聞）
・ネットいじめも最多２万件超 ～見えにくい被害、対策急務～ （10/28 佐賀新聞）
・小中学校にサイバー攻撃 ～千葉「成績表ネット公開」脅迫～ （8/28 西日本新聞）
・小６半数、スマホ「１日１時間以上」 ～全国学力テストアンケート～ （7/29 佐賀新聞）
・通信機能悪用し中傷 ～学習用端末いじめ 教員の目届きにくく～ （6/6 読売新聞）
・子の情報収集流出の恐れ ～ネット学習支援「エドテック」の９割～ （5/26 西日本新聞）
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令和４年度改 善 検討委員会
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◆プロジェクトE推進室が実施しているモラル等に関する主な取組

・情報モラル委員会の設置（全県立学校）

・情報モラルに関する年間計画の提出（全県立学校）

・管理職研修（全県立・市町立学校管理職対象 オンデマンド）

・情報モラル研修（全県立学校教員対象 オンデマンド）
※市町立教育委員会にも提供

・情報モラルセミナー「ネット社会の歩き方」
（全県立学校・希望の市町立学校対象 対面・オンデマンド）
※情報モラル教育を推進する人材の育成

・保護者会等で、情報モラルについての啓発を行うよう学校に周知

情報モラル、著作権等の研修について
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